
別 紙 

○ 大分市中心市街地活性化基本計画 新旧対照表（傍線部分は変更部分） 

 

 

変  更  後 

 

変  更  前 

４．土地区画整理事業、市街地再開発事業、道路、公園、駐車場等の公共の用に供する施設の整備その他

の市街地の整備改善のための事業に関する事項 

［１］～［２］（２）①（略） 

 

（2）①認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業 

No.事業名 

〇内容 

●実施時期 

実施 

主体 

目標達成のための位置付け 

及び必要性 

支援措置の 

内容及び 

実施時期 

その他の 

事項 

2.末広東大道線街

路事業 

〇大分駅南土地区

画整理事業の事業

効果を最大限に活

かすため、区画整

理区域の周辺道路

を整備 

●平成 19 年度 

～平成 24 年度 

大分市 人を中心とした安心・安全空間

の創出のため、南北市街地の一

体化のための街路事業に併せ

て、広幅員の歩道の設置（都心

魅力回廊）と電線類の地中化と

を併せて行う事業であり、中心

市街地の活性化に必要である。 

社会資本整備総

合交付金（都市再

生整備計画） 

平成 21 年度 

～平成 24 年度 

 

5.シンボルロード

整備事業（土地区

画整理事業） 

〇大分駅南土地区

画整理事業により

整備される幅員

100ｍの道路につ

いて整備を行う 

●平成 8年度 

～平成 26 年度 

大分市 幅員 100m のうち、70m 以上を歩

道（緑地）空間とする事業であ

り、ひと中心の安心・安全空間

を創出し、魅力・憩い空間の創

出を目的とし、中心市街地の活

性化に必要である。 

 

社会資本整備総

合交付金（都市再

生整備計画） 

平成 21 年度 

～平成 24 年度 

 

8.小鹿児童公園リ

ニューアル事業 

〇都市計画道路末

広東大道線とあわ

せて小鹿公園の再

整備を行う。 

●平成 23 年度 

～平成 24 年度 

大分市 都心魅力回廊沿いであり、人

（歩行者）の回遊性向上に資す

る交流空間整備のための公園

整備（憩い空間）を行ない、商

業機能と連携した都市機能の

魅力創出を目指すため、中心市

街地の活性化に必要である。 

社会資本整備総

合交付金（都市再

生整備計画） 

平成 23 年度 

～平成 24 年度 

 

 

４．土地区画整理事業、市街地再開発事業、道路、公園、駐車場等の公共の用に供する施設の整備その他

の市街地の整備改善のための事業に関する事項 

［１］～［２］（２）①（略） 

 

（2）①認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業 

No.事業名 

〇内容 

●実施時期 

実施 

主体 

目標達成のための位置付け 

及び必要性 

支援措置の 

内容及び 

実施時期 

その他の 

事項 

2.末広東大道線街

路事業 

〇大分駅南土地区

画整理事業の事業

効果を最大限に活

かすため、区画整

理区域の周辺道路

を整備 

●平成 19 年度 

～平成 24 年度 

大分市 人を中心とした安心・安全空間

の創出のため、南北市街地の一

体化のための街路事業に併せ

て、広幅員の歩道の設置（都心

魅力回廊）と電線類の地中化と

を併せて行う事業であり、中心

市街地の活性化に必要である。 

まちづくり交付

金 

平成 21 年度 

～平成 24 年度 

 

5.シンボルロード

整備事業（土地区

画整理事業） 

〇大分駅南土地区

画整理事業により

整備される幅員

100ｍの道路につ

いて整備を行う 

●平成 8年度 

～平成 26 年度 

大分市 幅員 100m のうち、70m 以上を歩

道（緑地）空間とする事業であ

り、ひと中心の安心・安全空間

を創出し、魅力・憩い空間の創

出を目的とし、中心市街地の活

性化に必要である。 

 

まちづくり交付

金 

平成 21 年度 

～平成 24 年度 

 

8.小鹿公園リニュ

ーアル事業 

〇都市計画道路末

広東大道線とあわ

せて小鹿公園の再

整備を行う。 

●平成 23 年度 

～平成 24 年度 

大分市 都心魅力回廊沿いであり、人

（歩行者）の回遊性向上に資す

る交流空間整備のための公園

整備（憩い空間）を行ない、商

業機能と連携した都市機能の

魅力創出を目指すため、中心市

街地の活性化に必要である。 

まちづくり交付

金 

平成 23 年度 

～平成 24 年度 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

9.中心市街地駐輪

場整備事業（駐輪

場設置） 

〇中心部の駐輪場

を整備。 

●平成 21 年度 

～ 

大 分 市

及び 

民間 

人を中心とした安心・安全空間

の確保のため、その障害の一因

となる放置自転車の一掃を目

的とした駐輪場の整備を行い、

全面的歩行者優先空間の再構

築を目指すため、中心市街地の

活性化に必要である。 

社会資本整備総

合交付金（都市再

生整備計画） 

平成 21 年度 

～平成 24 年度 

自転車等駐車

場整備計画策

定中につき、官

民の役割分担

調整中 

10.高架下駐輪場

整備事業（駐輪場

設置） 

〇駅の高架に併せ

て、高架下の駐輪

場の整備を行う。 

●平成 22 年度 

～平成 24 年度 

大分市 人を中心とした安心・安全空間

の確保のため、連続立体交差事

業により生み出された高架下

の空間を利用して駐輪場の整

備を行い、全面的歩行者優先空

間の再構築を目指すため、中心

市街地の活性化に必要である。 

 

社会資本整備総

合交付金（都市再

生整備計画） 

平成 22 年度 

～平成 24 年度 

 

12.県庁前古国府

線再整備事業 

〇中央通りの自動

車交通処理等のた

め、道路空間の再

整備を行う。 

●平成 20 年度 

～平成 24 年度 

大分市 中央通り（幅員 36m）の再整備

に伴う一般自動車交通処理能

力をバイパス的に補完し、南北

の通過交通を円滑にするため

の道路整備である。人を中心と

した安心・安全・快適な歩行者

優先空間の再整備を図るため、

中心市街地の活性化に必要で

ある。 

社会資本整備総

合交付金（都市再

生整備計画） 

平成 22 年度 

～平成 24 年度 

 

15.ポケットパー

クの整備事業 

〇5 箇所のポケッ

トパークの整備 

●平成 21 年度 

～平成 25 年度 

大分市 大分駅南土地区画整理事業区

域内における 5 箇所のポケッ

トパークを整備し、魅力あるま

ちなみの整備を図るための事

業であり、中心市街地の活性化

に必要である。 

 

社会資本整備総

合交付金（都市再

生整備計画） 

平成 21 年度 

～平成 25 年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.中心市街地駐輪

場整備事業（駐輪

場設置） 

〇中心部の駐輪場

を整備。 

●平成 21 年度 

～ 

大 分 市

及び 

民間 

人を中心とした安心・安全空間

の確保のため、その障害の一因

となる放置自転車の一掃を目

的とした駐輪場の整備を行い、

全面的歩行者優先空間の再構

築を目指すため、中心市街地の

活性化に必要である。 

まちづくり交付

金 

平成 21 年度 

～平成 24 年度 

自転車等駐車

場整備計画策

定中につき、官

民の役割分担

調整中 

10.高架下駐輪場

整備事業（駐輪場

設置） 

〇駅の高架に併せ

て、高架下の駐輪

場の整備を行う。 

●平成 22 年度 

～平成 24 年度 

大分市 人を中心とした安心・安全空間

の確保のため、連続立体交差事

業により生み出された高架下

の空間を利用して駐輪場の整

備を行い、全面的歩行者優先空

間の再構築を目指すため、中心

市街地の活性化に必要である。 

 

まちづくり交付

金 

平成 22 年度 

～平成 24 年度 

 

12.県庁前古国府

線再整備事業 

〇中央通りの自動

車交通処理等のた

め、道路空間の再

整備を行う。 

●平成 20 年度 

～平成 24 年度 

大分市 中央通り（幅員 36m）の再整備

に伴う一般自動車交通処理能

力をバイパス的に補完し、南北

の通過交通を円滑にするため

の道路整備である。人を中心と

した安心・安全・快適な歩行者

優先空間の再整備を図るため、

中心市街地の活性化に必要で

ある。 

まちづくり交付

金 

平成 22 年度 

～平成 24 年度 

 

15.ポケットパー

クの整備事業 

〇5 箇所のポケッ

トパークの整備 

●平成 21 年度 

～平成 25 年度 

大分市 

 

大分駅南土地区画整理事業区

域内における 5 箇所のポケッ

トパークを整備し、魅力あるま

ちなみの整備を図るための事

業であり、中心市街地の活性化

に必要である。 

 

まちづくり交付

金 

平成 21 年度 

～平成 25 年度 

 

 



（2）②認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業 

No.事業名 

〇内容 

●実施時期 

実施 

主体 

目標達成のための位置付け 

及び必要性 

支援措置の 

内容及び 

実施時期 

その他の 

事項 

1.大分駅南土地区

画整理事業 

〇公共施設整備や

都市型住宅地の整

備を行い、中心市

街地にふさわしい

地区を創出する。 

●平成 8年度 

～平成 26 年度 

  

大分市 

中心市街地において、南北市街

地の一体化を図り、質の高い良

好な市街地環境の整備と高次

都市施設を有する施設群を配

置するとともに、都心居住の推

進を図るために必要な事業で

ある。 

社会資本整備総

合交付金（道路事

業（区画）） 

平成 7年度 

～平成 25 年度 
 

2.末広東大道線街

路事業 

〇大分駅南土地区

画整理事業の事業

効果を最大限に活

かすため、区画整

理区域の周辺道路

を整備 

●平成 19 年度 

～平成 24 年度 

大分市 人を中心とした安心・安全空間

の創出のため、南北市街地の一

体化のための街路事業に併せ

て、広幅員の歩道の設置（都心

魅力回廊）と電線類の地中化と

を併せて行う事業であり、中心

市街地の活性化に必要である。 

社会資本整備総

合交付金（道路事

業（街路）） 

平成 19 年度 

～平成 20 年度 

再掲 

3.市道府内１号線

電線共同溝整備事

業 

〇府内１号線電線

共同溝及び歩道整

備 

●平成 18 年度 

～平成 21 年度 

大分市 歩道の設置と電線類の地中化

とを併せて実施し、人を中心と

した安心・安全空間の創出を目

的とした事業であり、中心市街

地の活性化のために必要であ

る。 

 

 

道路事業 

平成 18 年度 

～平成 21 年度 

 

4.市道中央３号線

電線共同溝整備事

業 

〇若草通り商店街

の電線類の地中化 

●平成 18 年度 

～平成 21 年度 

大分市 電線類の地中化を実施し、人を

中心とした安心・安全空間の創

出を目的とした事業であり、中

心市街地の活性化のために必

要である。 

道路事業 

平成 18 年度 

～平成 21 年度 

 

（2）②認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業 

No.事業名 

〇内容 

●実施時期 

実施 

主体 

目標達成のための位置付け 

及び必要性 

支援措置の 

内容及び 

実施時期 

その他の 

事項 

1.大分駅南土地区

画整理事業 

〇公共施設整備や

都市型住宅地の整

備を行い、中心市

街地にふさわしい

地区を創出する。

●平成 8年度 

～平成 26 年度 

  

大分市

中心市街地において、南北市街

地の一体化を図り、質の高い良

好な市街地環境の整備と高次

都市施設を有する施設群を配

置するとともに、都心居住の推

進を図るために必要な事業で

ある。 

土地区画整理事

業 

平成 7年度 

～平成 25 年度 

 

2.末広東大道線街

路事業 

〇大分駅南土地区

画整理事業の事業

効果を最大限に活

かすため、区画整

理区域の周辺道路

を整備 

●平成 19 年度 

～平成 24 年度 

大分市 人を中心とした安心・安全空間

の創出のため、南北市街地の一

体化のための街路事業に併せ

て、広幅員の歩道の設置（都心

魅力回廊）と電線類の地中化と

を併せて行う事業であり、中心

市街地の活性化に必要である。 

街路事業 

平成 19 年度 

～平成 20 年度 

再掲 

3.市道府内１号線

電線共同溝整備事

業 

〇府内１号線電線

共同溝及び歩道整

備 

●平成 18 年度 

～ 

大分市 歩道の設置と電線類の地中化

とを併せて実施し、人を中心と

した安心・安全空間の創出を目

的とした事業であり、中心市街

地の活性化のために必要であ

る。 

 

道路事業 

平成 18 年度 

～ 

 

4.市道中央３号線

電線共同溝整備事

業 

〇若草通り商店街

の電線類の地中化

●平成 18 年度 

～ 

大分市 電線類の地中化を実施し、人を

中心とした安心・安全空間の創

出を目的とした事業であり、中

心市街地の活性化のために必

要である。 

道路事業 

平成 18 年度 

～ 

 



 

5.シンボルロード

整備事業（土地区

画整理事業） 

〇大分駅南土地区

画整理事業により

整備される幅員

100ｍの道路につ

いて整備を行う 

●平成 8年度 

～平成 26 年度 

大分市 幅員 100m のうち、70m 以上を歩

道（緑地）空間とする事業であ

り、ひと中心の安心・安全空間

を創出し、魅力・憩い空間の創

出を目的とし、中心市街地の活

性化に必要である。 

 

 

 

社会資本整備総

合交付金(道路事

業（区画）) 

平成 7年度 

～平成 25 年度 

 

再掲 

6.庄の原佐野線電

線類地中化事業

（土地区画整理事

業） 

〇庄の原佐野線の

大分駅南土地区画

整理事業区域内に

ついて電線類の地

中化を行う。 

●平成 17 年度 

～平成 26 年度 

大分市 景観・バリアフリー・防災の観

点から、ひと中心の安心・安

全・快適な歩行者優先空間の創

出を行ない、商業機能と連携し

た多様な都市空間の魅力を創

出する上で、中心市街地の活性

化に必要である。 

 

社会資本整備総

合交付金(道路事

業（区画）) 

平成 7年度 

～平成 25 年度 

 

7.安全・快適な自

転車走行ネットワ

ーク事業（土地区

画整理事業） 

〇大分駅南土地区

画整理事業区域内

において自転車の

走行空間を創り、

人の安全空間と自

転車交通環境を確

保構築する。 

●平成 19 年度 

～平成 26 年度 

大分市 人を中心とした安心・安全空間

の確保のため、「自転車が似合

うまち」として自転車交通の構

築を図り、ライフスタイルセン

ターとして中心市街地を演出

する舞台の整備を目的とした

事業であり、中心市街地の活性

化に必要である。 

社会資本整備総

合交付金(道路事

業（区画）) 

平成 7年度 

～平成 25 年度 

 

 

 

5.シンボルロード

整備事業（土地区

画整理事業） 

〇大分駅南土地区

画整理事業により

整備される幅員

100ｍの道路につ

いて整備を行う 

●平成 8年度 

～平成 26 年度 

大分市 幅員 100m のうち、70m 以上を歩

道（緑地）空間とする事業であ

り、ひと中心の安心・安全空間

を創出し、魅力・憩い空間の創

出を目的とし、中心市街地の活

性化に必要である。 

 

土地区画整理事

業 

平成 7年度 

～平成 25 年度 

 

再掲 

6.庄の原佐野線電

線類地中化事業

（土地区画整理事

業） 

〇庄の原佐野線の

大分駅南土地区画

整理事業区域内に

ついて電線類の地

中化を行う。 

●平成 17 年度 

～平成 21 年度 

大分市 景観・バリアフリー・防災の観

点から、ひと中心の安心・安

全・快適な歩行者優先空間の創

出を行ない、商業機能と連携し

た多様な都市空間の魅力を創

出する上で、中心市街地の活性

化に必要である。 

土地区画整理事

業 

平成 7年度 

～平成 25 年度 

 

7.安全・快適な自

転車走行ネットワ

ーク事業（土地区

画整理事業） 

〇大分駅南土地区

画整理事業区域内

において自転車の

走行空間を創り、

人の安全空間と自

転車交通環境を確

保構築する。 

●平成 19 年度 

～平成 26 年度 

大分市 人を中心とした安心・安全空間

の確保のため、「自転車が似合

うまち」として自転車交通の構

築を図り、ライフスタイルセン

ターとして中心市街地を演出

する舞台の整備を目的とした

事業であり、中心市街地の活性

化に必要である。 

土地区画整理事

業 

平成 7年度 

～平成 25 年度 

 



 

（３）～（４）（略） 

 

５．都市福利施設を整備する事業に関する事項 

［１］～［２］（１）（略） 

（2）①認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業 

No.事業名 

〇内容 

●実施時期 

実施 

主体 

目標達成のための位置付け及び

必要性 

支援措置の 

内容及び 

実施時期 

その他の 

事項 

17.複合文化交流

施設整備事業 

（屋上公園、防災

倉庫、市民ﾎｰﾙ・会

議室、児童ｾﾝﾀｰ、

総合社会福祉保健

ｾﾝﾀｰ、市民図書館、

産業活性化を図る

知的拠点） 

〇都心における新

都心拠点づくり 

●平成 18 年度 

～平成 24 年度 

 

大分市 中心市街地の複合的文化交流施

設として、子どもや高齢者を含

めた多くの人や、市民、団体、

企業、大学等が活用するさまざ

まな交流の場となり、厚みのあ

る地域コミュニティの力を醸成

する施設である。その活発な交

流を通して、豊かな大分市の自

然と文化と歴史を継承し、未来

を担う人と文化と産業を育み、

発信する場となり、豊かな心が

支える地域社会が持続する拠点

となるための施設整備であり、

中心市街地の活性化に必要であ

る。 

社会資本整備総

合交付金（都市再

生整備計画） 

平成 24 年度 

 

 

（2）②～（4）（略） 

 

 

 

 

 

60.市道中央住吉 1

号線電線共同溝整

備事業 

○中央住吉 1 号線

の電線類地中化 

●平成 22 年度 

～平成 25 年度 

大分市 電線類の地中化を実施し、人を

中心とした安心・安全空間の創

出を目的とした事業であり、中

心市街地の活性化のために必

要である 

社会資本整備総

合交付金（道路事

業） 

平成 22 年度 

～平成 25 年度 

 

61.市道中央住吉 2

号線電線共同溝整

備事業 

○中央住吉 2 号線

の電線類地中化 

●平成 22 年度 

～平成 25 年度 

大分市 電線類の地中化を実施し、人を

中心とした安心・安全空間の創

出を目的とした事業であり、中

心市街地の活性化のために必

要である 

社会資本整備総

合交付金（道路事

業） 

平成 22 年度 

～平成 25 年度 

 

 

（３）～（４）（略） 

 

５．都市福利施設を整備する事業に関する事項 

［１］～［２］（１）（略） 

（2）①認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業 

No.事業名 

〇内容 

●実施時期 

実施 

主体 

目標達成のための位置付け及び

必要性 

支援措置の 

内容及び 

実施時期 

その他の 

事項 

17.複合文化交流

施設整備事業 

（屋上公園、防災

倉庫、市民ﾎｰﾙ・会

議室、児童ｾﾝﾀｰ、

総合社会福祉保健

ｾﾝﾀｰ、市民図書館、

産業活性化を図る

知的拠点） 

〇都心における新

都心拠点づくり 

●平成 18 年度 

～平成 24 年度 

 

大分市 中心市街地の複合的文化交流施

設として、子どもや高齢者を含

めた多くの人や、市民、団体、

企業、大学等が活用するさまざ

まな交流の場となり、厚みのあ

る地域コミュニティの力を醸成

する施設である。その活発な交

流を通して、豊かな大分市の自

然と文化と歴史を継承し、未来

を担う人と文化と産業を育み、

発信する場となり、豊かな心が

支える地域社会が持続する拠点

となるための施設整備であり、

中心市街地の活性化に必要であ

る。 

まちづくり交付

金 

平成 24 年度 

 

 

（2）②～（4）（略） 

 

 

 

 

 

（新規）     

（新規）     



６．公営住宅等を整備する事業、中心市街地共同住宅供給事業その他の住宅の供給のための事業及び当該

事業と一体として行う居住環境の向上のための事業等に関する事項 

［１］～［２］（2）① （略） 

 

（2）②認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業 

No.事業名 

〇内容 

●実施時期 

実施 

主体 

目標達成のための位置付け 

及び必要性 

支援措置の 

内容及び 

実施時期 

その他の 

事項 

1.大分駅南土地

区画整理事業 

〇公共施設整備

や都市型住宅地

の整備を行い、中

心市街地にふさ

わしい地区を創

出する。 

●平成 8年度 

～平成 26 年度 

 

 

 

 

 

大分市 中心市街地において、質の高い良好

な市街地環境の整備を行うことで、

都心居住の推進を目指すため、中心

市街地の活性化に必要である。 

（区域内の目標人口：7,000 人） 

 

社会資本整備総

合交付金（道路事

業（区画）） 

平成 7年度 

～平成 25 年度 

再掲 

 

（3）～（4） （略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．公営住宅等を整備する事業、中心市街地共同住宅供給事業その他の住宅の供給のための事業及び当該

事業と一体として行う居住環境の向上のための事業等に関する事項 

［１］～［２］（2）① （略） 

 

（2）②認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業 

No.事業名 

〇内容 

●実施時期 

実施 

主体 

目標達成のための位置付け 

及び必要性 

支援措置の 

内容及び 

実施時期 

その他の 

事項 

1.大分駅南土地

区画整理事業 

〇公共施設整備

や都市型住宅地

の整備を行い、中

心市街地にふさ

わしい地区を創

出する。 

●平成 8年度 

～平成 26 年度 

 

 

 

 

 

大分市 中心市街地において、質の高い良好

な市街地環境の整備を行うことで、

都心居住の推進を目指すため、中心

市街地の活性化に必要である。 

（区域内の目標人口：7,000 人） 

 

土地区画整理事

業 

平成 7年度 

～平成 25 年度 

再掲 

 

（3）～（4） （略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



７．中小小売商業高度化事業、特定商業施設等整備事業その他の商業の活性化のための事業及び措置に関

する事項 

［１］～［２］（1） （略） 

 

（2）①認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業 

 

（2）② ～（4） （略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No.事業名 

〇内容 

●実施時期 

実施 

主体 

目標達成のための位置付け 

及び必要性 

支援措置の 

内容及び 

実施時期 

その他の 

事項 

18、19、20（略） （略） （略） （略） （略） 

24．まちなか出店

サポートセンタ

ー運営事業（まち

なか出店サポー

ト事業、テナント

ミックス・イベン

トミックス） 

〇まちなかの出店

相談者をサポート

する事業 

●平成 20 年度 

～平成 24 年度 

大分市 

株 式 会 社

大 分 ま ち

な か 倶 楽

部 

空き店舗・空地・空きビル情報な

ど相談者への情報提供や商店街・

大型店の店舗業種情報・不足業種

情報の提供、イベントのマネジメ

ントや情報提供、再開発等の支援

情報提供など、 

起業家や相談者に対して出店サポ

ート等を行なう事業であり、中心

市街地の活性化に必要である。 

社会資本整備総

合交付金（都市

再生整備計画）

平成 21 年度 

～平成 24 年度 

 

25．まちなか開業

グランプリ事業

（まちなか出店

サポート事業、ま

ちなか開業支援） 

〇まちなかへの優

秀な出店者に対し

て優秀店表彰を行

なう事業 

●平成 20 年度 

～平成 24 年度 

大分市 

株 式 会 社

大 分 ま ち

な か 倶 楽

部 

新規開業者のうちから開業の内容

等について、中心市街地活性化協

議会の専門部会等で事業評価を行

ない、優れた開業内容に対して、

その評価・情報発信を行うととも

に、起業家への支援を行う事業で

あり、中心市街地の活性化に必要

である。 

社会資本整備総

合交付金（都市

再生整備計画）

平成 21 年度 

～平成 24 年度 

 

31、32、33、34、 

35、36、37、41、 

43 （略） 

（略） （略） （略） （略） 

７．中小小売商業高度化事業、特定商業施設等整備事業その他の商業の活性化のための事業及び措置に関

する事項 

［１］～［２］（1） （略） 

 

（2）①認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業 

 

（2）② ～（4） （略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No.事業名 

〇内容 

●実施時期 

実施 

主体 

目標達成のための位置付け 

及び必要性 

支援措置の 

内容及び 

実施時期 

その他の 

事項 

18、19、20（略） （略） （略） （略） （略） 

24．まちなか出店

サポートセンタ

ー運営事業（まち

なか出店サポー

ト事業、テナント

ミックス・イベン

トミックス） 

〇まちなかの出店

相談者をサポート

する事業 

●平成 20 年度～

大分市 

株 式 会 社

大 分 ま ち

な か 倶 楽

部 

空き店舗・空地・空きビル情報な

ど相談者への情報提供や商店街・

大型店の店舗業種情報・不足業種

情報の提供、イベントのマネジメ

ントや情報提供、再開発等の支援

情報提供など、 

起業家や相談者に対して出店サポ

ート等を行なう事業であり、中心

市街地の活性化に必要である。 

まちづくり交付

金 

平成 21 年度 

～平成 24 年度 

 

25．まちなか開業

グランプリ事業

（まちなか出店

サポート事業、ま

ちなか開業支援）

〇まちなかへの優

秀な出店者に対し

て優秀店表彰を行

なう事業 

●平成 20 年度 

～平成 24 年度 

大分市 

株 式 会 社

大 分 ま ち

な か 倶 楽

部 

新規開業者のうちから開業の内容

等について、中心市街地活性化協

議会の専門部会等で事業評価を行

ない、優れた開業内容に対して、

その評価・情報発信を行うととも

に、起業家への支援を行う事業で

あり、中心市街地の活性化に必要

である。 

まちづくり交付

金 

平成 21 年度 

～平成 24 年度 

 

31、32、33、34、

35、36、37、41、

43 （略） 

（略） （略） （略） （略） 



８． ４から７までに掲げる事業及び措置と一体的に推進する事業に関する事項 

［１］～［２］（1） （略） 

 

（2）①認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業 

No.事業名 

〇内容 

●実施時期 

実施 

主体 

目標達成のための位置付け 

及び必要性 

支援措置の 

内容及び 

実施時期 

その他の

事項 

47.観光案内サイ

ン設置事業 

〇大分市の観光施設

の案内板を駅周辺に

設置する。 

●平成 23 年度 

～平成 24 年度 

大分市 大分市観光施設への案内版を駅

前広場に設置し、来街者へ魅力あ

る街の情報発信を行うため、中心

市街地活性化に必要である。 

社会資本整備総

合交付金（都市再

生整備計画） 

平成 23 年度 

～平成 24 年度 

 

48.観光案内所設

置事業 

〇高架事業により

新たに整備される

大分駅舎内より観

光情報発信 

●平成 22 年度 

～平成 23 年度 

大分市 大分駅付近連続立体交差事業に

より新たに整備される大分駅舎

内において、観光等で訪れた方々

が中心市街地の観光情報やまち

の魅力情報を把握できるための

施設であり、中心市街地活性化に

必要である。 

社会資本整備総

合交付金（都市再

生整備計画） 

平成 22 年度 

～平成 23 年度 

 

49.公共施設案内

及び通りの名称サ

イン設置事業 

〇歴史的な通り通

称名、旧町名など

の啓発事業 

●平成 19 年度 

～平成 24 年度 

大分市 普段何気なく過ぎている中心市

街地の通りにおいて、商都の歴史

を紐解きながら、街並みに歴史的

物語性を醸し出すような案内板

の設置を行い、魅力ある街並みを

創出するための事業であり、中心

市街地の活性化に必要である。 

社会資本整備総

合交付金（都市再

生整備計画） 

平成 21 年度 

～平成 24 年度 

 

50.環境にやさし

い自転車のまちづ

くり啓発事業 

〇放置自転車対策

や啓発活動、自転

車ルールについて

ワークショップ、

フォーラムの開催

等 

●平成 21 年度～ 

大分市 自動車に過度に依存しないライフ

スタイル実現ため、環境負荷軽減

に資する自転車の利用促進のため

の啓発事業であり、中心市街地活

性化に必要である。 

社会資本整備総

合交付金（都市

再生整備計画）

平成 23 年度 

 

 

 

 

 

 

 

８． ４から７までに掲げる事業及び措置と一体的に推進する事業に関する事項 

［１］～［２］（1） （略） 

 

（2）①認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業 

No.事業名 

〇内容 

●実施時期 

実施 

主体 

目標達成のための位置付け 

及び必要性 

支援措置の 

内容及び 

実施時期 

その他の

事項 

47.観光案内サイ

ン設置事業 

〇大分市の観光施設

の案内板を駅周辺に

設置する。 

●平成 23 年度 

～平成 24 年度 

大分市 大分市観光施設への案内版を駅

前広場に設置し、来街者へ魅力あ

る街の情報発信を行うため、中心

市街地活性化に必要である。 

まちづくり交付

金 

平成 23 年度 

～平成 24 年度 

 

48.観光案内所設

置事業 

〇高架事業により

新たに整備される

大分駅舎内より観

光情報発信 

●平成 22 年度 

～平成 23 年度 

大分市 大分駅付近連続立体交差事業に

より新たに整備される大分駅舎

内において、観光等で訪れた方々

が中心市街地の観光情報やまち

の魅力情報を把握できるための

施設であり、中心市街地活性化に

必要である。 

まちづくり交付

金 

平成 22 年度 

～平成 23 年度 

 

49.公共施設案内

及び通りの名称サ

イン設置事業 

〇歴史的な通り通

称名、旧町名など

の啓発事業 

●平成 19 年度 

～平成 24 年度 

大分市 普段何気なく過ぎている中心市

街地の通りにおいて、商都の歴史

を紐解きながら、街並みに歴史的

物語性を醸し出すような案内板

の設置を行い、魅力ある街並みを

創出するための事業であり、中心

市街地の活性化に必要である。 

まちづくり交付

金 

平成 21 年度 

～平成 24 年度 

 

50.環境にやさし

い自転車のまちづ

くり啓発事業 

〇放置自転車対策

や啓発活動、自転

車ルールについて

ワークショップ、

フォーラムの開催

等 

●平成 21 年度～ 

大分市 自動車に過度に依存しないライ

フスタイル実現ため、環境負荷軽

減に資する自転車の利用促進の

ための啓発事業であり、中心市街

地活性化に必要である。 

まちづくり交付

金 

平成 23 年度 

 

 

 

 

 

 

 



（2）②認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業 

No.事業名 

〇内容 

●実施時期 

実施 

主体 

目標達成のための位置付け 

及び必要性 

支援措置の 

内容及び 

実施時期 

その他の

事項 

1.大分駅南土地区

画整理事業 

〇公共施設整備や

都市型住宅地の整

備を行い、中心市

街地にふさわしい

地区を創出する。 

●平成 8年度 

～平成 26 年度 

大分市 中心市街地において、質の高い良

好な市街地環境の整備を行うこ

とで、都心居住の推進を目指す。 

また、併せて整備される南北駅

前広場は交通・交流機能を高める

都市広場としての整備を行い、中

心市街地の活性化に必要である。 

社会資本整備総

合交付金（道路事

業（区画）） 

平成 7年度 

～平成 25 年度 

再掲 

45.大分駅付近連

続立体交差事業 

〇大分駅を中心と

した南北市街地の

一体化事業 

●平成 8年度 

～平成 25 年度 

大分県 中心市街地の南北の地域分断を

解消し、南北市街地間の交通の円

滑化と両市街地の一体的な発展

を促進する事業であり、中心市街

地の活性化に必要である。 

社会資本整備総

合交付金（道路事

業（街路）） 

平成 8年度 

～平成 25 年度 

 

46.自転車通行環

境に関するモデル

地区事業 

〇自転車走行レー

ンの設置 

●平成 20 年度 

～ 

大分県 

大分市 

大分中央

警察署 

 

中心市街地において、自転車・歩

行者の分離を図るため駅・高校・

ビジネス街等をネットワークと

する自転車走行空間を構築し、人

を中心とした、安心・安全空間の

創出のため、中心市街地活性化に

必要である。 

社会資本整備総

合交付金（道路事

業） 

平成 20 年度 

～ 

モデル地

区 

 

（3）～（4） （略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）②認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業 

No.事業名 

〇内容 

●実施時期 

実施 

主体 

目標達成のための位置付け 

及び必要性 

支援措置の 

内容及び 

実施時期 

その他の

事項 

1.大分駅南土地区

画整理事業 

〇公共施設整備や

都市型住宅地の整

備を行い、中心市

街地にふさわしい

地区を創出する。

●平成 8年度 

～平成 26 年度 

大分市 中心市街地において、質の高い良

好な市街地環境の整備を行うこ

とで、都心居住の推進を目指す。 

また、併せて整備される南北駅

前広場は交通・交流機能を高める

都市広場としての整備を行い、中

心市街地の活性化に必要である。 

土地区画整理事

業 

平成 7年度 

～平成 25 年度 

再掲 

45.大分駅付近連

続立体交差事業 

〇大分駅を中心と

した南北市街地の

一体化事業 

●平成 8年度 

～平成 25 年度 

 

大分県 中心市街地の南北の地域分断を

解消し、南北市街地間の交通の円

滑化と両市街地の一体的な発展

を促進する事業であり、中心市街

地の活性化に必要である。 

街路事業 

平成 8年度 

～平成 25 年度 

 

46.自転車通行環

境に関するモデル

地区事業 

〇自転車走行レー

ンの設置 

●平成 20 年度 

～ 

大分県 

大分市 

大分中央

警察署 

 

中心市街地において、自転車・歩

行者の分離を図るため駅・高校・

ビジネス街等をネットワークと

する自転車走行空間を構築し、人

を中心とした、安心・安全空間の

創出のため、中心市街地活性化に

必要である。 

道路事業 

平成 20 年度 

～ 

モデル地

区 

 

（3）～（4） （略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 


